
佐賀県畜産試験場

飼料・肥料高騰対策
として活用できる技術情報

Vｅｒ.2

令和５年７月



１．飼養管理における改善対策
粗飼料のこぼし対策１（肉用牛）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
粗飼料のこぼし対策２（肉用牛）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
粗飼料のこぼし対策３（肉用牛）（新規）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３
耐湿性も優れる暖地型牧草（肉用牛・乳牛）（新規）・・・・・・・４
未利用資源活用による飼料費の低減（肉用牛・乳牛）・・・・・・・５
給餌箱から飼料のこぼれ防止（豚）（更新）・・・・・・・・・・・・・・・・・７
母豚に見合った止め雄の交配（豚）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８
飼養衛生管理の徹底による疾病の防止（豚）（更新）・・・・・・・・・９
良 質 堆 肥 作 成 制 御 技 術 （ 環 境 ） （ 更 新 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ０

２．過年度成果
飼料用稲の稲わら代替（H15）（肉用牛）（新規）・・・・１１
乾燥オカラを活用したTMR給与技術（H2０）（乳牛）（新規）・１２
飼料用米給与技術（Ｈ２７）
肉用牛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1３
乳牛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４
豚・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５
採卵鶏・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６

アミノ酸と芋焼酎粕給与による肉質改善（H30）（豚）（新規）・１７
肥育期間短縮の取組について（H26～２８）（肉用牛）・・・・・・１８

目次（Ｒ４）



１．飼養管理における
改善対策



粗飼料のこぼし対策１

担当：佐賀県畜産試験場 大家畜部

肉用牛

１日の粗飼料の給与回数を２回から３回に増やして１回当たり
の給与量を小分けし、飼槽の縁に「返し」を付けることで、採食
時の引き込み等によるこぼしを少なくすることができる。

導入効果

導入にあたっての留意事項

給与と飼槽への一手間・一工夫でこぼしを少なくできる。

飼槽のサイズは縦70cm×横125cm×深さ35cmで、返しの幅は
17cmとなっている。
粗飼料の引き込み癖が強い牛には、効果が出にくいことがある。

対策後対策前

こぼしが少ないこぼしが多い

返し無し

返し有り
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粗飼料のこぼし対策２

担当：佐賀県畜産試験場 大家畜部

肉用牛

飼槽を単管パイプ等により細かく区切ることにより、採食時の
横向きを抑え、粗飼料のこぼし等を少なくすることができる。

導入にあたっての留意事項

牛の月齢に伴い、区切る間隔を適宜拡げる必要がある。
（約12カ月齢の育成牛で 40cm～50cmの間隔が必要。）

対策前 対策後

導入効果

短期間では飼料の引込み量の変化はわからないが、長期的に
見た場合、こぼし量は低減する。特に横向き癖が強い牛に効果
が出やすい。
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粗飼料のこぼし対策３

連絡先：佐賀県畜産試験場 大家畜部

肉用牛

飼槽に返しを設置することにより採食時の粗飼料の引き込み
量を少なくすることができる。

導入にあたっての留意事項

返しの面積は広すぎると、逆に、引き込み量が増える可能性があるため
各牛にあった、適切な面積を調整する。
牛の引込行動をよく観察し、適切な防止策を導入する。

対策前 対策後

導入効果

今回の対策では粗飼料の引き込んだ割合が4.4％から1.8％に
減少した。

対策前は粗飼料
の引きこみが多い

返しを設置

引き込み量が減り、粗飼料の無駄がなくなった！引き込み量が減り、粗飼料の無駄がなくなった！
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畑地だけでなく水田転作地のような排水性が劣る圃場においても栽培可能な暖
地型牧草を検索するために品種比較を行う。

現行の県奨励品種「青葉ミレット」の収量は畑地と水田跡地では同等であり、耐湿
性に優れていた。「グリーンミレット中生」の収量は「青葉ミレット」と比較すると、水田
跡地においては同等であり、畑地では非常に高かった 。

連絡先：佐賀県畜産試験場 大家畜部

乳用牛 耐湿性も優れる暖地型牧草

表１　生育調査結果

発芽 障害 草丈

良否 (1～9甚） (cm)

（1～9） (1～9良）

青葉ミレット 畑地 6.7 5.3 5 158.0

青葉ミレット 水田跡地 7.3 8.7 5 153.2

グリーンミレット中生 畑地 8.3 9.0 1 156.8

グリーンミレット中生 水田跡地 5.3 9.0 5 153.6

注）発芽良否、初期生育は1(不良)～9(良)、障害については1(無)～9(甚)とする

品種名
初期生育

圃場条件

４

目的

試験結果

まとめ

表２　収量調査結果

刈取日 刈取

(月日) 熟期

青葉ミレット 畑地 R4.8.5 伸長期 45.2

青葉ミレット 水田跡地 R4.8.5 伸長期 53.4

グリーンミレット中生 畑地 R4.8.5 伸長期 110.9

グリーンミレット中生 水田跡地 R4.8.5 伸長期 52.7

品種名 圃場条件 乾物収量



未利用資源活用による飼料費の低減

担当：佐賀県畜産試験場 大家畜部

肉用牛
乳牛

・カット野菜製造工場にて発生する野菜残さを飼料として利用
・混合飼料の原料の一部として給与することが可能
・混合飼料はサイレージ化することも可能

導入効果

導入にあたっての留意事項

飼料費を1割程度削減することが可能（畜試での試算）

・野菜屑は水分が約90%あり腐敗しやすいためすぐに給与する
か、保存性を高めるために乾燥あるいはサイレージ化などの処
理が必要となる。
・野菜屑には硝酸態窒素含量が高い場合があるが、この硝酸
塩には中毒の危険性があるため分析による含量の把握が必要
である。

野菜屑（キャベツ主体） 野菜屑を含む混合飼料
（嗜好性は良好）
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混合飼料コスト試算（1日・1頭あたり）

※乾牧草は購入を想定
※野菜屑は0円として試算
※水分５０％は自家利用を、水分３０％は流通を想定

コスト

（円/日・頭）

野菜屑

(kg/日・頭)

乾草

(kg/日・頭)

濃厚飼料

(kg/日・頭)

混合飼料
（通常）

1,505円 0kg 8kg 17kg

混合飼料
（水分50%）
野菜屑利用

1,404円 20kg 8kg 15kg

混合飼料
（水分30%）
野菜屑利用

1,478円 7kg 8kg 16kg

混合飼料のサイレージ化
※約3週間のサイレージ処理により
水分30%のものでpH4.4、水分
50%のものでpH4.0と良好な発酵
状態となった。嗜好性についても良
好であった。

混合飼料の製造
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給餌箱からの飼料こぼれの防止

連絡先：佐賀県畜産試験場 中小家畜部

豚

給餌箱からの飼料のこぼれ対策を実施することで、肉豚１頭あたり
約43kgの飼料低減を図ることができる。

導入効果

※飼料代70円/kgで試算した場合、
43kg/頭×70円/kg ＝ 肉豚１頭あたり約3千円の低減効果

ドロップパイプの高さを下げて
飼料箱への流入量を少なくした。

調整口を閉じて飼槽へ
の流入量を少なくした。

飼料箱（横からの断面図）

改善前 改善後

給餌箱や飼槽に飼
料がたまりすぎて、
豚がこぼす要因と
なっていた。

給餌箱への投入量を少
なくした。
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母豚に見合った止め雄の交配

担当：佐賀県畜産試験場 中小家畜部

豚

飼養する母豚に見合った系統の止め雄を交配することで出荷日数
の短縮が可能。

導入効果

※年間出荷2,000頭（母豚100頭規模）、出荷日数２0日短縮、
給与量3.5kg/頭/日、飼料代70円/kgで試算した場合、

2,000頭×2日× 3.5kg/頭/日×70円/kg
＝年間98０万円の飼料費低減効果

当試験場飼養のデュロック（Ａ系統）種雄豚

用いる系統により、約20日もの差があった。

止め雄ごとの発育調査成績（平成25年度成績）
A系統
(n=7)

B系統
(n=6)

C系統
(n=12)

110kg到達日齢（日） 143.6±12.8a 162.8±9.0b 159.3±9.6b

DG（g/頭・日） 1045.2±132.7a 847.9±75.0b 865.7±74.9b

止め雄の品種：いずれの系統もデュロック種

母豚：当試験場飼養のLW

異符号間に有意差あり（P<0.05）
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飼養衛生管理の徹底による疾病の防止

連絡先：佐賀県畜産試験場 中小家畜部

豚

飼養衛生管理の徹底により疾病（特に呼吸器病）の低減を図るこ
とで、出荷日数の短縮につながる。

導入効果

年間出荷2,000頭（母豚100頭規模）、出荷日数２日短縮
給与量3.5kg/頭/日、飼料代70円/kg で試算した場合、

2,000頭×2日× 3.5kg/頭/日×70円/kg ＝年間98万円
年間98万円の飼料費低減効果

肉豚の飼養
（密飼を避ける、換気をよくする）

９



連絡先：佐賀県畜産試験場 中小家畜部

環境

季節を問わず堆肥内部温度を高く保ち良質堆肥を作製する
制御装置を開発しました ブロアー電気代低減にも効果的です

導入にあたっての留意事項

導入効果
季節を問わず良質堆肥が生産できる
制御装置を導入することでブロアーの電気代を25％削減できる

堆肥舎底部通気施設の整備、PLC・インバーター等の制御装置
の設置が必要になります（特許出願中）
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季節を問わず良質な堆肥を作製する制御技術

ブロアー電気代の削減率
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肥育牛のいて飼料用イネを稲ワラの代替えとして利用する場合に、飼料用イネに
含まれるβ-カロテン濃度が高い傾向にあり、脂肪交雑に影響を与えてしまう可能
性があるため注意をして利用する必要がある。そこで、飼料用イネを県内で一般的
な貯蔵方法となっているロールベール・ラップ体系での乾燥調製に伴うβ-カロチ
ン含量を調査する。

連絡先：佐賀県畜産試験場 大家畜部

乳用牛 肥育牛における飼料用イネの稲わら代替（H15）

図1.乾燥調製に伴うβ-カロテン含量の推移
※「モーれつ」を出穂期にモアコンで刈取り、テッダに
より反転した。

飼料イネを稲ワラ代替飼料として利用する場合は、梱包前に少なくとも３日以上天
日乾燥を行い、β-カロチン含量を低下させておく必要がある。

表1. ロールベール・ラップ体系における
乾燥日数毎の貯蔵後成績

目的

試験結果

まとめ
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飼料コストの低減を図るため、乾燥オカラの乳牛への給与技術を検討し、
酪農経営の安定を図る。

乳牛 乾燥オカラを活用したTMR給与技術（H20）

連絡先：佐賀県畜産試験場 大家畜部

表3.乳量・乳成分の比較

表4.血液成分の比較

・乾燥オカラは、JAさが豆腐工場で発生する水分約80%の
生おからを乾燥機で水分含量約10%に低下させたものを
牧草・配合飼料等をTMRミキサーで混合しTMRに調製

写真. 乾燥機

目的

試験概要

試験結果

今回の配合割合程度であれば、通常の飼料と同様に乾燥オカラを
乳牛へ給与できます。

まとめ
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飼料用米給与技術（H27）

飼料用米の生産が増加するなか、県内においては肥育牛への給与を行った事例が少なく、肥育牛へ
の飼料用米給与技術の確立が必要である。
このため、配合飼料中の主なデンプン源であるトウモロコシを粉砕した飼料用米で代替し、肥育牛へ
の給与試験を行い、その効果を調査する。

トウモロコシの一部代替として、飼料用米(粉砕玄米)を配合飼料中に20％配合した飼料を肥育後期に給与し
た。

１）供試頭数： 飼料用米給与:去勢4頭、場慣行:去勢3頭、
２）枝肉成績

【考察】
飼料用米を混合した飼料の嗜好性は良好であった。枝肉成績は飼料用米給与と無給与で同程度だった。
また、食味の指標として注目されているオレイン酸割合は56.1％であった。
※他県ではオレイン酸含量55％以上をブランド化の基準としている（大分県、鳥取県等）。

【今後の計画】
飼料用米給与試験として、肥育中・後期給与区及び全期間給与試験を実施中
給与牛の出荷予定（無給与4頭、中後期給与4頭、全期間給与4頭）

粉砕玄米

飼料用米給与牛の枝肉
BMSNo.9 
胸最長筋面積 65cm2

試験結果

まとめ

担当：佐賀県畜産試験場 大家畜部

※オレイン酸の県内平均はＨ26.9月～Ｈ27.11月の間に佐賀県畜産公社、
JA全農ＭＦ（株）九州支社において佐賀県畜産試験場が測定した県内
生産者出荷の420頭分。無給与の3頭は未測定。

３）コスト試算
トウモロコシ40円/kg 飼料用米55円/kg
飼料用米給与 1.8㎏/日→ 27円/日のコスト増

（価格はＨ27.11月時点の購入価格。加工代、運賃は含まず。）

飼料用米給与 無給与

枝肉重量(kg） 556.8 515.3

胸最長筋面積（cm2) 69.3 62.3

バラの厚さ（cm) 8.7 8.5
皮下脂肪の厚さ（cm) 3.1 2.9
BMS No. 7.5 6.3

飼料用米給与 県内平均

オレイン酸（％） 56.1 55.3

※

目的

肉用牛

1３



飼料コストの低減を図るため、飼料用米及びジュース粕の乳牛への給与技術を検討し、
酪農経営の安定を図る。

試験用発酵TMR成分値
試験区 対照区

水分 (%) 52.8 52.2

粗タンパク質 (DM%) 15.4 14.7

粗脂肪 (DM%) 3.1 3.5

NDF (DM%) 39.0 38.2

ADF (DM%) 20.5 19.4

粗灰分 (DM%) 8.7 8.9

TDN (DM%) 71.1 71.4

pH 4.10 4.10

VBN (%) 0.06 0.06

Vスコア (点) 84.5 86.5

一
般
成
分

発
酵
品
質

発酵TMR給与試験における採食量、体重及びBCS
乾物摂取量 体重 BCS
(kg/頭) (kg)

試験区 18.5 703.7 3.3
対照区 18.3 695.2 3.2

発酵TMR給与試験における乳量及び乳質

乳量 脂肪 無脂固形 蛋白質 乳糖 MUN
(kg) (%) (%) (%) (%) (mg/dl)

試験区 24.1 4.5 9.0 3.5 4.6 8.3
対照区 23.8 4.2 8.9 3.4 4.6 8.9

【まとめ】今回の配合割合程度であれば、通常の飼料と同様に飼料用米及びジュース
粕の発酵TMRを乳牛へ給与できます。

・発酵TMRの成分に差はなく、飼料用米等を利用したTMRは発酵品質も良好であった。
・採食量、体重、BCS、乳量、乳成分等の成績に差は見られなかった。

・籾米サイレージ(7%)、ミカンジュース
粕サイレージ(10%)、配合飼料等をミキ
サーで混合し、発酵TMRに調製

搾乳牛に給与

発酵TMRの現物中配合割合　　（％）

原　料　名 対照区 試験区 項目 乾物中％

ジュース粕サイレージ 0.0 9 .9 TDN 72.7

籾米サイレージ 0.0 7 .4 CP 15.2

濃厚飼料 31.1 22.3 ADF 21.5

粗飼料 42.5 41.8 NDF 38.2

水 26.4 18.6 NFC 36.9

計(水分50％) 100.0 100.0

乳牛 飼料用米及びジュース粕を活用したTMR給与技術（H27）

担当：佐賀県畜産試験場 大家畜部

目的

試験概要

試験結果
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枝肉成績

官能評価

暑熱期において、飼料用米、大麦および製茶加工残さを配合した飼料を給
与すると、トウモロコシ主体の慣行飼料と比べて、枝肉成績が改善され、官能
評価で好まれる結果となりました。

暑熱下の肥育豚の生産性の改善と、飼料自給率の向上を図るため
に、トウモロコシの代替として飼料用米や製茶加工残さ等の

「地域飼料資源」を利用した肥育豚の給与技術に取り組んでいます。

製茶加工残さ

飼料用米、大麦および製茶加工残さを配合した
肥育後期飼料を暑熱期の肥育豚に不断給与する
ことで、枝肉歩留りが向上し、背脂肪厚肥大が抑
制される等枝肉成績が改善しました。

飼料用米、大麦、製茶加工残さを配合した飼料を給与した
豚肉は、トウモロコシ主体の慣行飼料を給与した豚肉と比較
して、ロース肉の官能評価で高評価となりました。

飼料配合設計（肥育後期飼料）
（農家での実証試験）

肉質および背脂肪内層の脂肪酸組成

飼料用米、大麦、製茶加工残さを配合した飼料を給
与した肥育豚の肉質は、トウモロコシ主体の慣行飼料
を給与した豚と同等の成績となりました。

慣行区（％） 試験区（％）
トウモロコシ 52.7 トウモロコシ 26.2 

大麦 5.0 飼料用米 40.0 
その他穀類

（マイロ、末粉等） 17.3 大麦 15.0 
大豆油粕 16.0 

植物性油脂類
（大豆油粕等） 20.0 製茶加工残さ 1.0 

第2リン酸ｶﾙｼｳﾑ 0.6 
ふすま 2.0 炭酸ｶﾙｼｳﾑ 0.9 

ﾋﾞﾀﾐﾝ・ﾐﾈﾗﾙ 3.0 食塩 0.2 
ﾋﾞﾀﾐﾝ・ﾐﾈﾗﾙ 0.1 

計 100.
0 計 100.

0 

慣行区
（n=37）

試験区
（n=39） P値

上物率（％） 43.2 51.3 
枝肉重量（kg） 75.4 76.5 0.23 
枝肉歩留（%） 64.3 66.2 <0.01

屠体長(cm) 99.8 100.2 0.44 

背腰長(cm) Ⅰ 85.0 86.8 <0.01
Ⅱ 71.5 72.4 0.07 

屠体幅(cm) 37.3 37.8 0.23 
背脂肪厚（cm） 背 2.3 2.0 0.01 

慣行区
（n=8）

試験区
（n=8） P値

保水力（%） 52.4 58.9 0.01 
伸展率（%） 21.2 23.6 0.06 

加熱損失率（%） 28.3 28.1 0.86 
剪断力価（N） 22.4 23.7 0.50 
脂肪融点（℃） 36.7 35.6 0.25 

肉色
L* 49.7 48.7 0.37 
a* 5.9 6.9 0.03 
b* 0.3 0.2 0.77 

脂肪色
L* 74.8 76.0 0.03 
a* 2.5 2.8 0.47 
b* 3.7 3.6 0.75 

パルミチン酸 27.77 28.64 0.17 
オレイン酸 42.50 44.06 0.20 
リノール酸 10.98 8.65 0.08 

設問 回答数（ｎ） 慣行区 試験区
味 86 41 45

香り 84 32 52 ＊

食感 86 40 46
全体 86 35 51

＊P<0.05

豚 飼料用米、麦、茶葉を利用した肥育豚の給与技術（Ｈ２７）

担当：佐賀県畜産試験場 中小家畜部

背景
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飼料用米を採卵鶏に多給すると、産卵成績の低下、卵黄色の退色や卵中の脂肪
酸組成が増減することが知られている。このため、流通している丸粒玄米に代替え
しても、産卵成績及び卵質成績が変わらない代替率を明確にすることを目的として
試験を行った。

採卵鶏飼料のトウモロコシの代替えとして丸粒玄米を飼料中の20％まで加えても、
産卵成績、卵質（卵黄色、卵白色）、脂肪酸組成に影響を与えることなく玄米を給与
できる。

0％区 15％区 20％区 25％区
育成率（％） 100.0 100.0 100.0 100.0
産卵率（％） 93.1 94.6 92.1 92.5

産卵日量（ｇ／日） 58.0 58.2 57.8 57.8
平均卵重（ｇ） 62.3 61.5 62.8 62.5

飼料消費量（ｇ／日羽） 118.5 116.1 124.8 120.5
飼料要求率 2.0 2.0 2.2 1.9
破卵率（％） 0.1 0.1 0.1 0.1

区分 0％区 15％区 20％区 25％区

卵重（ｇ） 64.9 64.9 65.3 67.9

卵黄色(カラーファン値) 11.3 11.2 11.1 11.0

卵殻強度（kg/cm2） 4.0 3.9 3.8 3.9

卵白高 9.1 9.0 9.2 8.8

卵殻厚（1/100mm） 36.6 37.7 36.3 37.4

ハウユニット 93.9 93.5 94.5 91.8

卵黄色 卵白色

区分 L
*

a
＊

ｂ
＊

L
*

a
＊

ｂ
＊

0％区 45.6 4.0 26.8 28.3 -0.6 -3.9

15％区 46.4 4.2
a 26.3 29.8 -0.6 -3.4

20％区 46.7 3.5 25.6 26.3 -0.4 -4.8

25％区 47.4 3.3
b 26.1 27.9 -0.5 -4.1

※異符号間に有意差（P<0.05)

0％区 15％区20％区25％区 0％区 15％区20％区25％区

オレイン酸 27.6 27.4 28.0 28.0 42.1 43.6 42.0 44.1

 リノール酸 35.8 33.0 31.1 32.1 13.8 13.3 14.1 11.7

飼料中 全卵中
カラーファンによる卵黄色の調査

1）産卵成績 2）卵質成績

3）卵黄色及び卵白色（色差計）

4）脂肪酸組成

担当：佐賀県畜産試験場 中小家畜部

採卵鶏 飼料用米給与技術（Ｈ２７）

１６

目的

試験結果

まとめ



課題の背景

発育成績

暑熱により摂取量が低下する肥育後期豚に対し、不足する4種の必須アミノ
酸（リジン、トレオニン、メチオニンおよびトリプトファン）と芋焼酎粕を配合した
飼料を給与することで、発育成績は慣行飼料給与と同等で胸最長筋の保水
性を改善できます。

暑熱下の肥育豚の生産性と肉質の改善を図るため、肥育後期豚に芋焼酎粕と飼養成績
の改善効果が高いアミノ酸強化飼料を組み合わせて給与する技術に取り組んでいます。

トウモロコシ主体の基礎飼料に対して4種の必須アミ
ノ酸および芋焼酎粕を左の表の設計で配合給与するこ
とで、発育成績は対照区と同等の成績を示しました。

4種の必須アミノ酸および芋焼酎粕を配合給与することで、
72℃加熱条件下でのクッキングロス（加熱損失）を対照区と
比べて約9％改善できました。

飼料配合設計（肥育後期飼料）
および芋焼酎粕成分

胸最長筋（ロース）のドリップロス

4種の必須アミノ酸および芋焼酎粕を配合給与する
ことで、4℃条件下での24時間後のドリップロスを対
照区と比べて約46％改善できました。

豚
アミノ酸と芋焼酎粕給与による夏季の肥育後期豚の

肉質改善技術（H30）

連絡先：佐賀県畜産試験場 中小家畜部

胸最長筋（ロース）のクッキングロス（加熱損失）

対照区（n=2）
試験区（n=2）

目的
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１８

肉用牛 肥育期間短縮の取組について（Ｈ２６～２８）

佐賀牛の低コスト生産を目指した短期肥育技術の開発
出荷月齢を２～３ヶ月短縮しても、佐賀牛としての肉質・肉量を維持し、肥育期間短縮で懸念される
きめ・しまりやドロップの問題が発生しない飼養管理法に取り組む



１９

・出荷時生体重や日増体量は 、27ヵ月齢で出荷した場合でも30ヵ月齢の出荷と遜色
ない 。
・格付成績は、27ヵ月齢で出荷した場合でも30ヵ月齢の出荷と遜色ない 。
・肥育期間を短縮することで出荷回転率が向上するとともに、１頭当たりの飼料費は下
がる。

まとめ
平成30年度佐賀県研究成果情報

担当：佐賀県畜産試験場 大家畜部


